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「大島 STUDY」における 

血漿ポリフェノール類濃度と大腸腫瘍との関連の検討 

 

１．研究の対象 

2015-175「バイオマーカーを用いた大腸がんおよび前がん病変の診断ツール検証のた

めのフィールド構築」（「大島 STUDY」）において、2015 年から 2017 年の調査に参

加した東京都大島町在住の 40-79 歳の方。 

 

２．研究目的・方法 

○ 研究目的 

本研究は、血漿中のポリフェノール類濃度を測定し、大腸腫瘍との関連を明らかにす

ることが目的です。 

 

○ 研究方法 

本研究は、2015-175 研究（「大島 STUDY」）の同意に基づいて収集された調査情報

や生体試料などを 2 次利用して行う研究です。国立がん研究センターに保存されている

血漿検体を用いてポリフェノール類の濃度測定を行います。その結果に加え、アンケー

ト調査で把握した生活習慣・食事因子、便検体を用いたマイクロバイオーム解析結果な

ど、既存情報及び測定結果を用いて、大腸腫瘍リスクとの関連を検討します。 

 

○ 研究実施期間 

研究許可日から 2025 年 3 月 31 日まで 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

本研究には、2015-175 研究（「大島 STUDY」）の同意に基づいて収集され食物摂取

頻度調査票を含むアンケート調査結果、便検体を用いた測定結果、血清・血漿検体の測

定結果、大腸内視鏡検査および精密検査による臨床情報など加え、ポリフェノール類の

濃度測定のために血漿検体を用います。本研究に用いる種々の情報や生体試料などは、

研究用番号を付与し、容易に個人を特定できない状態にしてから研究に用います。 

 

４．外部への試料・情報の提供 

「５．研究組織」に列記する共同研究機関に試料・情報等の提供を予定しています。 

 

５．研究組織・研究責任者 

国立がん研究センター  岩崎 基（研究代表者・研究責任者） 

京都大学大学院医学研究科   原田浩二（研究責任者） 
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国立健康・栄養研究所        森 渚（研究責任者） 

 

6．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がございましたら、下記の連絡先までお問い合わせ下さい。

研究事務局担当が一次対応いたします。研究事務局担当の説明では不十分と感じられる

ような場合は、研究責任者が責任をもって対応いたします。ご希望があれば、他の研究

対象者の個人情報および知的財産の保護に支障のない範囲で、研究計画書及び関連資料

を閲覧することが出来ます。また、試料・情報等が本研究に用いられることについて、

対象者もしくは対象者の代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としません

ので、下記の連絡先までお申出ください。その場合でも対象者の方々に不利益が生じる

ことはありません。 

 

○ 照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

山地 太樹 （研究事務局担当） 

国立がん研究センターがん対策研究所 疫学研究部 

〒104-0045 東京都中央区築地 5-1-1 電話番号：03-3542-2511 

 

〇試料・情報の提供元機関及びその長 

国立がん研究センター 理事長 中釜 斉 

 

○ 研究責任者：  

岩崎 基 

国立がん研究センターがん対策研究所 疫学研究部 

原田浩二 

京都大学大学院医学研究科 社会健康医学系専攻環境衛生学分野 

森 渚 

国立健康・栄養研究所 栄養疫学・食育研究部 

 

 


